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景気回復が減速 

 ウクライナ統計局の速報値によれば、第 3 四半期の実質

GDP 成長率は前年同期比 3.5%と、第 2 四半期の同 5.9%か

ら減速した。詳細は未発表であるが、第 3 四半期の鉱工

業生産がベース効果の剥落や外需の減速に伴い、伸びが

鈍化したことなどが主に影響したと推測される。また輸

出の伸びが大幅に減速する一方、輸入は高い伸びを維持

していることから、純輸出が成長を下押ししたものと推

測される。 

2 0 0 6 2 0 0 7 2 0 0 8 2 0 0 9 0 9 /Q 3 0 9 /Q 4 1 0 /Q 1 1 0
名 目 G D P 実 額 　  ( 1 0 億 米 ﾄ ﾞﾙ ） 1 0 8 . 0 1 4 3 . 2 1 7 9 . 7 1 1 3 . 7 3 0 . 8 3 2 . 3 2 7 . 2
実 質 G D P 成 長 率 　 （ y / y ,  % ) 7 . 3 7 . 9 2 . 3 - 1 5 . 1 - 1 6 . 0 - 6 . 8 4 . 9
鉱 工 業 生 産 （ y / y ,  % ) 6 . 2 1 0 . 2 - 3 . 1 - 2 1 . 9 - 2 2 . 7 3 . 3 1 0 . 4
小 売 売 上  （ y / y ,  % ) 2 7 . 3 2 9 . 3 1 7 . 9 - 2 0 . 6 - 2 1 . 5 - 2 0 . 6 - 3 . 4
銀 行 貸 出 伸 び 率 （ y / y ,  % ) 7 1 . 0 7 4 . 1 7 2 . 0 - 1 . 5 2 8 . 9 - 1 . 5 - 1 . 9
消 費 者 物 価 上 昇 率 （ y / y ,  % ) 9 . 1 1 2 . 8 2 5 . 2 1 5 . 9 1 5 . 3 1 3 . 3 1 1 . 2
平 均 賃 金 上 昇 率 （ y / y ,  % ) 2 9 . 2 2 9 . 8 3 3 . 7 5 . 6 3 . 0 6 . 9 1 4 . 9
失 業 率 * （ % ） 2 . 8 2 . 4 2 . 2 2 . 4 2 . 0 1 . 8 1 . 9
貿 易 収 支 * * （ 百 万 米 ﾄ ﾞﾙ ） - 6 , 6 6 7 - 1 1 , 4 2 2 - 1 8 , 5 3 2 - 5 , 7 3 3 - 1 , 6 4 8 - 1 , 6 4 1 - 1 , 4 6 0 -
　 　 輸 出 額 　 (百 万 米 ﾄ ﾞﾙ ） 3 8 , 3 6 8 4 9 , 2 4 8 6 7 , 0 0 3 3 9 , 7 0 3 1 0 , 1 4 8 1 2 , 2 2 5 1 0 , 3 3 6 1

輸 出 伸 び 率  （ y / y ,  % ) 1 1 . 9 2 8 . 4 3 6 . 1 - 4 0 . 7 - 5 1 . 7 - 9 . 0 2 4 . 0
　 　 輸 入 額 　 (百 万 米 ﾄ ﾞﾙ ） 4 5 , 0 3 4 6 0 , 6 7 0 8 5 , 5 3 4 4 5 , 4 3 6 1 1 , 7 9 7 1 3 , 8 6 5 1 1 , 7 9 6 1

輸 入 伸 び 率  （ y / y ,  % ) 2 4 . 6 3 4 . 7 4 1 . 0 - 4 6 . 9 - 5 3 . 7 - 2 1 . 6 2 0 . 6
経 常 収 支  (百 万 米 ド ル ） - 1 , 6 1 7 - 5 , 9 1 8 - 1 2 , 7 6 3 - 1 , 7 3 2 - 5 0 - 8 7 6 - 1 9 0
資 本 収 支  (百 万 米 ド ル ） 3 , 9 3 2 1 5 , 1 3 0 9 , 7 0 0 - 1 1 , 9 2 5 - 4 , 8 5 2 - 6 7 7 - 4 8 3

対 内 直 接 投 資  (百 万 米 ド ル ） 5 , 4 3 7 9 , 2 1 8 9 , 9 0 3 4 , 6 5 4 1 , 2 1 0 1 , 2 8 2 9 2 3
外 貨 準 備 高  (百 万 米 ド ル ） 2 1 , 8 4 5 3 1 , 7 8 6 3 0 , 8 0 1 2 5 , 5 5 7 2 7 , 2 7 0 2 5 , 5 5 7 2 4 , 1 7 9 2
対 外 債 務 残 高 (百 万 米 ド ル ） 5 4 , 5 1 2 7 9 , 9 5 5 1 0 1 , 6 5 9 1 0 3 , 3 2 3 1 0 4 , 7 9 5 1 0 3 , 3 2 3 1 0 2 , 8 3 5 1 0
政 策 金 利 （ デ ィ ス カ ウ ン ト 金 利 ） 8 . 5 0 8 . 0 0 1 2 . 0 0 1 0 . 2 5 1 0 . 2 5 1 0 . 2 5 1 0 . 2 5
短 期 金 利 （ I n t e rb a n k  1 m o n t h  a s k ） 1 2 . 1 6 7 . 2 4 1 8 . 1 9 2 5 . 9 4 1 3 . 0 0 1 7 . 2 7 1 7 . 2 4
U A H /Ｕ Ｓ Ｄ 5 . 0 3 8 5 . 0 3 2 5 . 2 7 7 8 . 0 4 4 8 . 1 6 0 8 . 1 1 4 8 . 0 1 0
U A H / Ｅ ｕ ｒ ｏ 6 . 3 2 7 6 . 8 9 7 7 . 6 9 9 1 1 . 2 1 7 1 1 . 6 7 6 1 1 . 9 8 2 1 1 . 0 8 3 1
U A H /Ｇ Ｂ Ｐ 9 . 2 8 3 1 0 . 0 7 1 9 . 6 3 5 1 2 . 5 9 3 1 3 . 3 8 5 1 3 . 2 5 0 1 2 . 4 9 1 1
(注 )失 業 率 は 登 録 失 業 者 率 、 貿 易 の 値 は 通 関 ベ ー ス 。 ハ イ ラ イ ト は 速 報 値 。

U A H :  U k ra i n e  H r y v n i a （ グ リ ヴ ナ ）
1 0 / 0 5 6 7 8 9 1 0 1 1

鉱 工 業 生 産  ( y / y ,  % ) 1 2 . 7 8 . 9 6 . 4 9 . 2 1 0 . 2 1 0 . 2 -
小 売 売 上 ( y / y ,  % ) 6 . 2 9 . 2 9 . 2 9 . 7 1 0 . 4 1 0 . 7 -
銀 行 貸 出 伸 び 率 ( y / y ,  % ) - 1 . 4 - 1 . 7 - 0 . 8 - 1 . 5 - 0 . 1 0 . 8 -
消 費 者 物 価 上 昇 率 ( y / y ,  % ) 8 . 5 6 . 9 6 . 8 8 . 3 1 0 . 5 1 0 . 1 -
平 均 賃 金 上 昇 率 ( y / y ,  % ) 1 8 . 9 1 9 . 8 1 7 . 9 1 8 . 8 1 9 . 6 1 9 . 1 -
失 業 率 * （ % ） 1 . 5 1 . 4 1 . 4 1 . 4 1 . 5 1 . 4 -
貿 易 収 支 * * （ 百 万 米 ﾄ ﾞﾙ ） - 2 1 9 - 4 1 5 - 9 3 9 - 1 , 1 8 7 - 7 8 7 - -
輸 出 額 　 (百 万 米 ﾄ ﾞﾙ ） 4 , 2 0 6 4 , 3 2 9 4 , 2 3 7 4 , 2 5 5 4 , 6 6 2 - -

輸 出 伸 び 率  （ y / y ,  % ) 4 3 . 5 4 5 . 9 3 1 . 9 3 2 . 6 2 5 . 1 - -
輸 入 額 　 (百 万 米 ﾄ ﾞﾙ ） 4 , 4 2 6 4 , 7 4 4 5 , 1 7 6 5 , 4 4 2 5 , 4 4 9 - -

輸 入 伸 び 率  （ y / y ,  % ) 3 8 . 2 4 8 . 2 3 2 . 8 4 1 . 9 3 4 . 1 - -
政 策 金 利 （ デ ィ ス カ ウ ン ト 金 利 ） 1 0 . 2 5 9 . 5 0 8 . 5 0 7 . 7 5 7 . 7 5 7 . 7 5 7 . 7 5
短 期 金 利 （ I n t e rb a n k  1 m o n t h  a s k ） 9 . 2 5 8 . 5 6 5 . 5 4 3 . 9 8 4 . 3 3 4 . 1 3 5 . 9 9
U A H /Ｕ Ｓ Ｄ 7 . 9 2 4 7 . 9 1 6 7 . 9 0 3 7 . 8 9 0 7 . 9 2 6 7 . 9 4 6 7 . 9 5 7
U A H / Ｅ ｕ ｒ ｏ 9 . 9 3 4 9 . 6 7 1 1 0 . 1 1 0 1 0 . 1 7 8 1 0 . 3 7 7 1 1 . 0 4 5 1 0 . 8 5 6
U A H /Ｇ Ｂ Ｐ 1 1 . 6 0 9 1 1 . 6 8 5 1 2 . 0 9 0 1 2 . 3 5 0 1 2 . 3 4 6 1 2 . 6 0 5 1 2 . 6 9 9
(資 料 ）  ウ ク ラ イ ナ 中 央 銀 行 、 ウ ク ラ イ ナ 統 計 局 他 担 当 ： ダ ー ベ ル ( a k ik o . d a r v

当 資
を 目
も の
売 買
の 行
で は
に 関
様 ご
い ま
い 申
は 信
情 報
れ て
そ の
も の
容 は
る こ
予 め
た 、
あ り
護 さ
ま た
場 合
だ さ

実質GDPと鉱工業生産の推移
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鉱工業生産は再度加速、農業はマイナスの伸びが続く 

 第 3 四半期の鉱工業生産は前年同期比+8.6％と、前期の

同+13.0％から減速した。ベース効果の剥落や海外需要

の減速が主因である。しかし鉱工業生産は 8 月以降、伸

びのペースが再度加速し、足元 10 月は+10.2%となった。

主要輸出品目である鉄鋼（同+8.9）や機械製造（同

+32%）における強い伸びを受け、製造業が同+11.7％増

加したほか、鉱業部門も同+2.8％となった。また、電

気･ガス部門も、同+13.2％と強い伸びを示している。し

かし、鉱工業生産は 2009 年 11 月以降プラスの伸びに転

じており、今後は、ベース効果の剥落で伸びは鈍化が予

想される。一方、今夏の猛暑と旱魃の影響により、農業

生産は落ち込みが続いており、10 月（累積）は前年同月

比▲1.2%と、4 ヶ月連続でマイナスの伸びを示している。 

 

小売売上は堅調に回復
 第 3 四半期の小売売上は前年同期比+9.8%と、前期の同

+5.5%から加速した。ベース効果によるところが大きい

が、個人消費が順調に回復していることを示

しかし 8 月以降、ガス料金の値上げと食料品

でインフレ率が上昇しているうえ、2011 年に

金の値上げが実施される可能性もあることか

費の下押しリスクは残る。 
 
インフレ上昇圧力は若干緩和、しかし再上昇

 インフレ率は 8 月のガス小売価格の 50％引き

季の旱魃の影響による穀物・乳製品を中心と

価格の上昇により、9 月には前年同月比 10

した。しかし足元、10 月は同 10.1%と、若干

昇圧力が緩和した。食料品価格ならびに電気

の上昇率が鈍化したことが主因である。しか

10 月末の地方選挙に向け、政府がインフレ上

のための価格統制を行ったことによる一時的

り、11 月以降は再度上昇に転じるとの見方が

者物価指数をみると、5 月に前年同月比+27

後、上昇幅が縮小してきたが、足元 10 月は

9月の同+19.2％から再度上昇している。 
 
貿易赤字拡大により、経常赤字が拡大

 第 3 四半期の経常赤字は 10.5 億ドルと、前

千万ドルから拡大した。海外需要の減速と旱

作物輸出が減少したことなどが影響し、輸出

化した一方、前年の大幅な落ち込みからの反

要の回復に支えられた輸入が伸び、結果的に

字が拡大したことが主因である。一方、資

月に実施したユーロ債の発行により 20 億ド

ことを反映し、30.6 億ドルの黒字に転じてい
 
ムーディーズが格付見通しを「安定的」に引

 格付機関ムーディーズは 10 月、ウクライナ

格付見通しを「ネガティブ」から「安定的」

た。ムーディーズでは、景気回復に加え、I

融資合意で対外債務の返済能力が高まり、ウ

金融ストレスに対する脆弱性が後退したと指
経済調査室

年 12月 2日
/Q 2 1 0 /Q 3
3 3 . 1 -

5 . 9 3 . 5
1 3 . 0 8 . 6

5 . 5 9 . 8
- 1 . 7 - 0 . 1
8 . 4 8 . 5

1 7 . 7 1 8 . 8
1 . 5 1 . 4

1 , 0 5 5 - 2 , 9 1 3
2 , 7 6 2 1 3 , 1 5 5

4 1 . 9 2 9 . 6
3 , 8 1 7 1 6 , 0 6 7

3 8 . 3 3 6 . 2
4 1 4 - 1 , 0 5 0

4 , 6 8 6 3 , 0 6 4
1 , 2 1 3 1 , 5 0 4
8 , 4 4 1 3 3 , 5 2 9
4 , 5 4 9 -

9 . 5 0 7 . 7 5
9 . 1 1 4 . 6 5

7 . 9 2 1 7 . 9 0 6
0 . 0 8 4 1 0 . 2 2 2
1 . 8 1 9 1 2 . 2 6 2
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料 は 情 報 提 供 の み
的 と し て 作 成 さ れ た
で あ り 、 金 融 商 品 の
や 投 資 な ど 何 ら か
動 を 勧 誘 す る も の
あ り ま せ ん 。 ご 利 用
し て は す べ て お 客
自 身 で ご 判 断 く だ さ
す よ う 、 よ ろ し く お 願
し 上 げ ま す 。 当 資 料
頼 で き る と 思 わ れ る
に 基 づ い て 作 成 さ
い ま す が 、 当 室 は
正 確 性 を 保 証 す る
で は あ り ま せ ん 。 内
予 告 な し に 変 更 す
と が あ り ま す の で 、
ご 了 承 く だ さ い 。 ま
当 資 料 は 著 作 物 で
、 著 作 権 法 に よ り 保
れ て お り ま す 。 全 文
は 一 部 を 転 載 す る
は 出 所 を 明 記 し て く
い 。
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